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問 危機管理室  ☎７９２－９２１４

災害対応等（一部掲載）緊迫の４０時間

　７月１８日、守門地域や入広瀬地域に広がった線状降水帯は徐々に南下し、午
前１１時頃から午後３時頃まで堀之内地域や小出地域の上空に居座り続けました。
次から次へと湧き上がる積乱雲は、猛烈な雨を降らせ、市内に数多く災害の爪痕
を残しました。命の危険を感じるような恐怖の 4 時間。
　この集中豪雨の様子や対応等をお知らせします。

魚沼を襲っ
た集中豪雨

日　時 対　応　等
【７月１８日】

2 時 22 分
大雨警報（浸水害）、雷注意報発令

3 時 50 分 土砂災害警戒情報発令
4 時 40 分 守門地域高倉地区に避難勧告発令（土砂）
4 時 55 分 災害警戒本部設置
5 時 10 分 洪水警報発令
5 時 15 分 入広瀬地域全域に避難勧告発令（土砂）

11 時 00 分 破間川（今泉観測所）が水防団待機水位超過
（102.05m）12：00 に最大水位（102.43m）

12 時 00 分 広神地域全域及び堀之内地域・小出地域・湯之谷
地域・守門地域の一部に避難勧告発令（土砂）

12 時 27 分 魚野川（堀之内観測所）が水防団待機水位超過
（81.56 ｍ）。13 時 30 分に最大水位（82.33 ｍ）

13 時 00 分 魚野川（小出観測所）が氾濫危険水位超過（90.13
ｍ）14：00 に最大水位（90.73 ｍ）

13 時 01 分 与越川が越水（山ノ手地区）
13 時 45 分 小出地域全域に避難勧告発令（河川）
13 時 58 分 西又川右岸が越水（小町、下町地区）
14 時 15 分 三用川左岸堤防が決壊（十日町地区）

19 日 8：30 応急復旧完了
16 時 35 分 増沢川右岸堤防が決壊（吉水地区）

19 日 23：00 応急復旧完了
18 時 10 分 土砂災害警戒情報解除
18 時 30 分 避難勧告解除

※小出地域十日町地区及び堀之内地域吉水地区を除く
【７月１9 日】
10 時 00 分

小出地域十日町地区の避難勧告を解除

17 時 30 分 堀之内地域吉水地区の避難勧告を解除
17 時 30 分 災害警戒本部解散

① ②

⑦ ⑧

⑨

※集中豪雨で被災された方への市からの支援策一覧を、７月２５
日発行のお知らせ版及び本号に折り込みました。不明な点等があ
りましたら、危機管理室までお問い合わせください。

④

①堤防が決壊した三用川から水田へと水が広がる。②越水した西又川の水は、堀之内庁舎の敷地
へ一気に流れ込んだ。③排水溝が処理できない雨水は、市内の至る所であふれかえった。（大浦）
④冠水したＲ１７号線を行き交う車（堀之内）⑤水没した越後堀之内駅付近の線路⑥堤防が決壊
した増沢川からの濁流は下流の水田や住宅を襲った。⑦豪雨の翌日、堀之内稲荷町のＪＲ上越線
アンダーには大量の木くずやゴミが残った。⑧冠水により駐車場に広がった泥水を洗い流す人た
ち。（十日町）⑨ユリの早期出荷を目指し、施設を洗浄するＪＡ職員（吉水）

③ ⑤ ⑥

※被害状況は７月２５日時点のものです。今後も調査を進める中
で、被害が拡大する可能性があります。また、建物被害以外は、
通報及びパトロールにより把握しているものです。

7 月 17 日 20 時から 18 日 23 時までの総降水量

魚沼市　小出 187.0mm
堀之内 233.0mm

破間川ダム 201.0mm

人的被害 死者 重傷者 軽傷者
人数 0 0 0

■ 被害状況とりまとめ 

建物被害 半壊 床上浸水 床下浸水 浸水 合計 備考
住宅 0 17 328 1 346 専用住宅・併用住宅・共同住宅

倉庫等 1 1 28 112 142 車庫・作業場・倉庫等
商工農業施設 0 1 6 24 31 店舗・工場・家畜者・スタンド・事務所

その他 0 0 0 1 1 グループホーム
合計 1 19 362 138 520

土木被害 【河川（堤防決壊等）】12 河川、【道路（法面崩落等）】62 路線、【水路（土砂堆積等）】9 箇所
農林施設被害 【農道】32 箇所、【林道】32 箇所、【水路】131箇所、【田】66 箇所、【畑】3 箇所、【養鯉池】２箇所

ライフライン被害 ６件（配水管破損、下水道施設土砂流入等）
市施設等被害 公共施設被害（土砂流入等）12 件、観光施設被害（スキー場斜面崩落等）9 件、公園施設被害 3 件

※河川の決壊及び越水の時間は、通報等があった時間を記載して
います。
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ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ト
レ
イ
ル
は
、

山
の
頂
上
を
目
指
す
登
山
と
は
違

い
、
山
岳
路
や
古
道
を
活
か
し
な

絶景の夏山へ
特  集

【魚沼市のスノーカントリートレイル略図】

　
雪
国
観
光
圏
（
※
１
）
で
は
、
３

県
７
市
町
村
を
一
筆
書
き
で
結
ぶ
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
「
ス
ノ
ー
カ
ン
ト

リ
ー
ト
レ
イ
ル
」
を
、
平
成
２９
年
度

末
の
開
通
を
目
指
し
準
備
し
て
い
ま

す
。
魚
沼
市
で
も
「
銀
の
道
」
を
始

め
多
く
の
登
山
道
が
こ
の
ト
レ
イ
ル

（
※
２
）
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
人
と
文
化
と
自
然
を
つ
な
ぐ
交

流
の
場
を
創
出
し
、
地
域
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
に
か

け
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
、
絶

景
の
ト
レ
イ
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

スノーカントリートレイル
コースディレクター

田中 正人 さん

〇
レ
ベ
ル
別  

魚
沼
ベ
ス
ト
コ
ー
ス

　大力山山頂からは、魚沼市街地
が一望できる。板木城址までのな
だらかな遊歩道を歩けば、西福寺
の石川雲蝶作品も楽しめる。

　深田久弥の名著「日本百名山」
にも選ばれる人気の山。迫力ある
山容は多くの人々を魅了し、紅葉
の季節は登山客が列をなす。

問 観光振興室  ☎７９２－９７５４

ＧＯ ＧＯ万全の装備でトレイルに

　楽しい登山も一歩間違えれば命に関わる危
険なものになりかねません。天候の急変や緊
急時の場合を考えて、十分な装備と予備の食
料を準備しましょう。また、トレイルの一
部は登山カードが必要になります。無理のな
いしっかりとした山行計画を立て、必ず登山
カードを提出しましょう。

ＧＯ ＧＯ

ス
が
ら
、
郷
と
郷
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
コ
ー
ス
設

定
が
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
山
を
歩

く
だ
け
で
は
な
く
、
郷
に
降
り
て
き
て
、
そ

こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
活
文
化
に
触
れ
る

の
も
、
こ
の
ト
レ
イ
ル
ら
し
い
楽
し
み
方
で

す
。
ま
た
、
雪
国
観
光
圏
内
に
は
た
く
さ
ん

の
温
泉
地
が
点
在
し
て
ま
す
の
で
、
温
泉
地

か
ら
温
泉
地
へ
山
を
越
え
て
歩
く
旅
も
楽
し

い
で
し
ょ
う
。

　
近
年
は
新
潟
県
へ
の
外
国
人
旅
行
客
が
増

加
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
雪
国
特
有
の
自
然

や
文
化
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー

ト
レ
イ
ル
は
、
こ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
観
光
素
材
と
し
て
も
、
雪
国
観
光
圏
の

柱
の
ひ
と
つ
に
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

※
１  

雪
国
観
光
圏･･･

湯
沢
町
、
南
魚
沼
市
、

魚
沼
市
、
十
日
町
市
、
津
南
町
、
群
馬
県
み
な

か
み
町
、
長
野
県
栄
村
の
７
市
町
村
で
一
体
的

な
観
光
圏
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
活
性

化
を
目
指
す
も
の
。

※
２  

ト
レ
イ
ル･･･

森
林
・
原
野
・
山
地
な
ど

の
踏
み
分
け
道
。
山
の
小
道
。

　新緑と紅葉の季節は絶好のロ
ケーション。湯之谷温泉郷にも近
く、登山後には温泉でゆっくりと。
次頁では更にくわしくご紹介！

上
級

越後駒ヶ岳登山道

中
級

銀の道

初
級

大力山登山道

越後駒ヶ岳

駒の湯温泉

Ｒ３５２

明神峠

大力山 折立温泉

大湯温泉

栃尾又温泉西福寺（石川雲蝶）

さくら堤
大力山登山道

銀の道

越後駒ヶ岳登山道

越後駒ヶ岳登山道

板木城址こぶしのみち

小出公園周辺拡大図

　スノーカントリートレイルの全長は約３２０km。
その内、魚沼市のルートは略図の約６７km になる予
定です。歩くコースは登山道だけでなく、田園地帯や、
集落、まちを通過するコースも設定されています。
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銀
の
道
を
探
訪

銀
山
平

駒
の
湯
温
泉 一

合
目

石 

抱

二
合
目

三
合
目

オ
リ
ソ

四
合
目

十
七
曲
り

五
合
目

松
尾
根

六
合
目

ブ
ナ
坂

七
合
目

焼 

山

八
合
目

水 

場

九
合
目

問
屋
場

十
合
目

大
明
神

九
合
目

日
本
坂

八
合
目

仏 

堂

七
合
目

千
体
仏

六
合
目

中
ノ
水

五
合
目

半
腹
石

四
合
目

水 

函

三
合
目

楢
の
木

二
合
目

目
覚
し

一
合
目

坂 

本

奥只見郷ネイチャーガイド
            桜井 昭

しょうきち
吉 さん

坂本（一合目）～大明神（十合目）までがスノーカントリートレイルに含まれます
標高７７６ｍ

標高１，２６０ｍ

標高３７０ｍ

上り約２時間・下り約１時間４０分下り約２時間１０分・上り約３時間

　魚沼市のスノーカントリートレイルの一部に含まれ、市の指定文
化財にも指定される「銀の道」。その歴史は古く、今から 3 ００年
前の江戸時代より、銀山平の銀を運ぶ唯一の道として栄えました。
銀山最盛期には一万数千人が昼夜を問わず往来し、人馬の絶えるこ
とがなかったと言われます。また、銀の道はいたるところにブナ林
が広がり、四季折々の植物・野鳥・昆虫・動物に出会える自然の宝
庫です。遠い昔に思いを馳せながら、豊かな自然に彩られた銀の道
を歩いてみてはいかがでしょうか。

榛
ノ
木

多数の仏像を安置していたのではない
かと言われている。

山仕事や銀山への道中の安全を願って
木花咲耶姫命（このはなさくやひめの
みこと）を祀ってある。

①

石を抱いたまま成長した木があったた
め名がついた「石抱」。近くには開高健
記念碑がある。

①

②

「十七曲り」の名のとおりつづら折りの
坂道が続く。

②

③

⑤

④

銀山八宿の芋川の宿を早立ちすると、ここで
夜が明けることから名付けられた「目覚し」。

⑥

⑥

③

五合目から六合目の間は尾根づたいに見晴らしの
よい道。見下ろすと国道３５２号線が見える。

④⑤

歴
史
と
自
然
が
彩
る

戸
時
代
よ
り
更
に
昔
、
銀
山
へ
鱒ま

す

や
フ
キ
を
と
り
に
行
く
際
に
、
銀
の

道
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

ビ
ュ
ー 

ポ
イ
ン
ト

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
銀
の
運
び
出

し
道
と
し
て
栄
枯
盛
衰
を
経
て
、
昭
和
１８
年
に

銀
山
の
ブ
ナ
の
木
を
飛
行
機
に
使
用
す
る
と
い

う
国
策
に
よ
り
国
道
３
５
２
号
線
が
石
抱
ま
で

開
通
す
る
と
、
銀
の
道
は
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

昭
和
４０
年
代
に
な
る
と
、
こ
の
歴
史
あ
る
山
道

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
湯
之
谷
老
人
ク
ラ
ブ
の
人

た
ち
が
、
刈
り
払
い
を
行
い
「
銀
の
道
」
と
命

名
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
銀
の
道
の
見
ど
こ

ろ
は
、
山
々
が
錦
を
織
り
な
す
紅
葉
の
シ
ー
ズ

ン
。
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
を
始
め
多
彩
な
木
々
の
紅

葉
は
本
当
に
美
し
い
で
す
よ
。
ま
た
、
七
合
目

の
焼
山
か
ら
は
荒
沢
岳
や
中
ノ
岳
の
眺
望
が
抜

群
で
、
九
合
目
の
日
本
坂
か
ら
は
、
魚
沼
の
里

山
が
見
渡
せ
ま
す
。
高
低
差
が
あ
る
中
級
レ
ベ

ル
の
登
山
道
に
な
り
ま
す
の
で
、
守
門
岳
に
行

く
程
度
の
装
備
で
お
出
か
け
下
さ
い
。

江

ビ
ュ
ー 

ポ
イ
ン
ト

和暦（西暦） 出来事
長寛   元年（1163）京を追われた尾瀬三郎房利が、枝折峠を通

り尾瀬へと逃げ延び、尾瀬ヶ原や尾瀬沼を
最初に発見した伝説が残る

寛永 18 年（1641）只見川にて銀石発見。高田藩が採鉱に乗り
出す。銀山を巡る国境争いが越後と会津間
で勃発

寛永 19 年（1642）銀山開発が一時中断
正保　3 年（1646）国境争いに越後側が勝利
元禄   2 年（1689）銀山が銀鉱町として栄える。民家 1,000 軒

が軒を連ね、約 2 万 5 千人が働き、銀の道（
この頃は「枝折峠」と呼ばれる）の利用が
盛んになる。

宝永   3 年（1706）坑道事故が発生。以来、鉛の採取に移る。
安政   2 年（1855）只見川の川底が破れる坑道事故が発生し、

死傷者 300 余人。鉱山の歴史が終わる
明治 34 年（1901）銀山探検隊の現地調査
明治 43 年（1910）銀山拓殖会社設立
明治 44 年（1911）銀山林道開発
昭和 24 年（1949）只見川電源開発計画案が成立
昭和 32 年（1957）小出～八崎 32km 全面舗装道路完成
昭和 37 年（1962）奥只見発電所竣工

※掲載の写真は新潟県ホームページ等より。
　年表及び下部図は魚沼市観光協会パンフレットを基に作成。

銀山と銀の道の歴史を振り返る

「
目
覚
し
」付
近
に
あ
る
樹
齢
５
０
０
年（
推
定
）

に
な
る
ブ
ナ
の
大
樹
。
長
き
に
渡
り
銀
の
道
の

歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
大
樹
に
は
、
重
厚
な
雰

囲
気
が
漂
う
。
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文
部
科
学
省
か
ら
新
し
い
教
育
の

方
向
が
示
さ
れ
、
今
後
、
社
会
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
が
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
事
業
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
触
れ
あ
い
な
が
ら
、

多
様
な
経
験
を
す
る
中
で
、
こ
れ
ま

で
気
付
か
な
か
っ
た
守
門
の
良
さ
を

知
り
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
地
域
の
教
材
や

人
材
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
小
学
校
の
教
員
で
、
地
域

の
人
に
お
願
い
す
る
事
が
多
か
っ
た
た

め
、
退
職
後
は
少
し
で
も
学
校
を
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
学
校
と
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
調
整
役
。
学
校
か

ら
の
要
望
に
人
材
を
派
遣
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
支
援
を
通
じ
て
感
じ

る
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
学

校
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
始
め
た
各
地

区
の
課
題
の
取
り
組
み
等
を
情
報
交

換
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
の
研

修
会
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
家
庭
科
の「
ミ
シ
ン
縫
い
」と「
裁
縫
」

の
授
業
の
お
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。

子
ど
も
が
学
校
を
卒
業
す
る
と
な
か

な
か
学
校
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
小
学

生
と
の
交
流
に
新
鮮
さ
を
感
じ
ま
し

た
。「
久
し
ぶ
り
に
小
学
生
と
話
し
て

元
気
が
も
ら
え
た
。
ま
た
学
校
へ
行
っ

て
み
た
い
」
と
一
緒
に
指
導
し
た
仲
間

か
ら
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
声
が
。
こ

れ
か
ら
も「
で
き
る
時
に
で
き
る
事
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
気
負
わ
ず
楽
し
み
な

が
ら
学
校
の
お
手
伝
い
を
継
続
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
宇
賀
地
小
学
校
の
学
校
田
で
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
を
シ
ー
ズ
ン
を
通

じ
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
田
お

こ
し
か
ら
脱
穀
ま
で
体
験
す
る
中

で
、泥
ん
こ
に
な
る
「
代
か
き
」
は
、

子
ど
も
た
ち
が
「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
」
と

盛
り
上
が
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
食
べ

物
の
生
産
過
程
を
知
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
今
、
農
業
や
食

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。
地
域
み
ん
な
で
手
掛
け
た

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
思
い
出
」
が
、
い

つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
れ

ば
い
い
で
す
ね
。

学校の要望に応じて、学校支援ボラン
ティアの派遣や連絡調整等をする役割

学校の教育活動や学校環境整備を支援す
る地域のボランティア

地域コーディネーター地域ボランティア

学  校

調 整

要 望

学校支援活動

当市では、堀之内地域・広神地域・守
門地域・小出地域で学校支援地域本部
事業が行われています。

　
教
育
基
本
法
に
お
い
て「
学
校
、

家
庭
及
び
地
域
住
民
等
の
相
互
の

連
携
協
力
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
学

校
教
育
が
多
様
な
課
題
を
抱
え
る

中
で
、
地
域
が
様
々
な
形
で
学
校

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
本
市
で
も
学
校
に
必
要

な
支
援
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
う
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
」
が
平
成
２１
年
か
ら
堀
之
内
地

域
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

魚
沼

子っ

問　生涯学習課　☎７９４－６０７３

事
業
の
ね
ら
い
は

　
地
域
住
民
が
学
校
を
支
援
す
る

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、

次
の
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　①
学
校
の
様
々
な
活
動
を
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
す
る
こ
と

で
、
教
育
活
動
の
充
実
や
教
員
が

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
拡
充

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
子
ど
も
が
地
域
の
大
人
と
触
れ

あ
う
機
会
や
多
様
な
経
験
を
す
る

機
会
を
拡
充
し
子
ど
も
の
生
き
る

力
の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
地
域
住
民
が
自
ら
の
経
験
や
学

習
の
成
果
を
活
用
す
る
場
が
広
が

り
ま
す
。

④
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、

学
校
、家
庭
、地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
地
域
の

絆
が
強
ま
り
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
内
容
は

学
校
側
の
要
望
に
応
じ
て
、
地
域

住
民
が
学
校
管
理
下
に
お
け
る
教

育
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

•

学
習
支
援･･･

授
業
の
補
助
、

実
験
の
補
助
、
ス
キ
ー
教
室
補
助

•

部
活
動
支
援･･･

部
活
動
の
指

導
の
補
助
、
大
会
引
率
の
補
助

•

環
境
整
備･･･

花
壇
や
植
え
こ

み
の
手
入
れ
、
草
刈
り
、
図
書
室

の
整
備
、
読
み
聞
か
せ

•

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル･･･

登
下
校

時
の
安
全
指
導
、
祭
な
ど
の
パ
ト

ロ
ー
ル

•

学
校
行
事
の
支
援･･･

運
動
会

や
文
化
祭
な
ど
の
準
備
等

　未来を担う子どもたちのため

に「地域ボランティア」をやっ

てみませんか？くわしくは生涯

学習課までご連絡ください。

地域コーディネーター
広神地区　目黒 和

か ず お
男 さん

地域ボランティア
堀之内地区 八木 修

しゅうじ
司 さん　

地域ボランティア
小出地区 井口 ミドリ さん　

須原小学校
佐藤 浩

ひろかず
一 校長

地域で育む
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うおぬまフォトスケッチ

全国へのハードルを飛び越える
ー ７. ２５　小出高校陸上部永山諒さん 市長表敬訪問

　６月に富山県で行われた北信越高等学校陸上競技大会

の１１０ｍハードルで３位となり、インターハイに出場す

ることになった小出高校２年生の永山諒さんへ激励金が

手渡されました。「ハードルを越える感覚が楽しい」と話

す永山さん。「狙うは自己ベストを出し、決勝進出です！」

　特別支援学校の職業教育の充実や就労に向けた生徒の

意欲向上を目的に開催された職業技能検定。今年はハロー

ワーク南魚沼主催の企業対象学校見学会も同時開催され、

参加した約２０社の圏内事業者は、テキパキと清掃業務を

こなす生徒の動きを、真剣な眼差しで見つめていました。

確かな技能を身に着ける
ー ７．２７　小出特別支援学校職業技能検定

　宮城県で開催された消防救助技術指導会の「ロープ

ブリッジ救出種目」において、市消防本部のチームが

見事１位通過し、８月２３日に開催される全国消防救

助大会へ出場します。また、「ロープ応用登はん種目」

でも県代表に選抜され、全国大会に駒を進めます。

卓越した技術で  目指せ全国制覇！
ー ７. １９　東北地区支部消防救助技術指導会

■
雇
用
増
に
伴
う
住
環
境
の
整
備

【
ご
意
見
】
水
の
郷
工
業
団
地
に

雇
用
が
期
待
で
き
る
の
は
よ
い
こ

と
で
す
。
魚
沼
市
の
人
口
増
加
に

つ
な
が
る
よ
う
に
住
宅
環
境
の
整

備
も
併
せ
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ

て
も
住
宅
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
魚
沼
市
の
定
住
人
口

は
増
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
内

の
公
営
住
宅
等
を
改
修
す
る
な

ど
、
住
宅
の
問
題
も
併
せ
て
考
え

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
魚
沼
市
に

住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
取
組
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
ナ
イ
ナ
イ
の
お
見
合
い
大
作
戦

開
催
地
決
定
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】
魚
沼
市
に
お
見
合
い

の
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
が
来
る
と

聞
き
ま
し
た
。

【
回
答
】
数
年
前
に
結
婚
支
援
の

一
環
と
し
て
テ
レ
ビ
局
に
魚
沼
市

で
の
開
催
を
要
望
し
ま
し
た
。
今

回
、
突
然
テ
レ
ビ
局
か
ら
魚
沼
市

が
開
催
地
に
な
ら
な
い
か
と
の
お

話
を
い
た
だ
き
、
結
婚
を
希
望
す

る
市
内
男
性
に
と
っ
て
い
い
機
会

で
あ
る
と
考
え
、
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
収
録
は
、
１１
月

１８
日
㈯
と
１９
日
㈰
の
２
日
間
で
、

出
演
者
は
魚
沼
市
在
住
の
男
性
が

約
３０
人
と
、
全
国
か
ら
女
性
が
約

１
０
０
人
程
度
参
加
い
た
だ
け
る

も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
放
送

は
、
年
末
年
始
く
ら
い
に
な
る
と

の
こ
と
で
す
。

問 企画政策課  ☎７９２－１４２５市
民
対
話
の
日

開
催
中
！

皆さまの声を
　市政の力に

　魚沼地区コンクリート協同組合（魚沼地区１６社に

て構成）と、魚沼市、南魚沼市、湯沢町が非常時の協

定を締結しました。この協定は、災害や火災の発生時

に、災害対策や消火活動用の資材の運搬などの応援業

務を同組合から行ってもらうものです。

非常時の迅速な復旧を手助け
ー ６. ３０　災害時及び火災発生時の応援業務に関する協定調印式

　
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ま
と

直
接
対
話
し
な
が
ら
、
と
も

に
市
政
を
考
え
る
「
市
民
対

話
の
日
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
小
出
、
堀
之
内
、
そ

し
て
２
巡
目
と
な
っ
た
入

広
瀬
会
場
で
の
対
話
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

6 月 20 日に行われた
小出会場の様子です。

・湯之谷公民館
　９月８日㈮ １９時から
・小出ボランティアセンター
　９月２０日㈬  １９時から
・堀之内公民館
　９月２９日㈮ １９時から

９月開催のお知らせ

市民の安全を守る  心強い逮捕術
ー ７. １４　平成２９年度新潟県警察逮捕術大会

　県内の警察官が出場する逮捕術大会で、小出警察署

の警察官９名が団体戦、個人戦に出場し、見事、団体

３部（小規模所属署）で優勝しました。小出警察署の

優勝は３４年ぶり。毎日、発生する事件や事故に対応

しながら、厳しい訓練を継続してきた努力の結晶です。

真夏の雪上に笑顔が広がる
ー ７. ２２～２３　うおぬま夏の雪まつり

　
ユ
ン
ボ
を
使
っ
た
雪
上
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
「
ユ
ン
ボ
ー
ト
」
や

雪
上
ソ
リ
、「
お
ば
た
の
お
兄
さ
ん
」
の
抱
腹
絶
倒
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

な
ど
、
豊
富
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
た
２
日
間
。
延
べ
８
千
人
も
の
人
た
ち
が
、
大
湯
温
泉
・
交
流
セ

ン
タ
ー
ユ
ピ
オ
を
訪
れ
、
清
々
し
い
真
夏
の
涼
を
楽
し
み
ま
し
た
。



問　

北
部
振
興
事
務
所　

　
　
　
☎
７
９
７・２
３
６
０

No.25

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
農
業
や
田
植
え
体

験
、
わ
ら
び
園
「
小
田
わ
ら
び
の
里
」
の
営
業

な
ど
で
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち
を
迎
え

ま
し
た
。
遠
く
は
千
葉
県
、
近
く
は
堀
之
内
小

学
校
な
ど
、
本
当
に
色
ん
な
方
が
竜
光
を
訪
れ

て
く
れ
て
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　
最
近
は
今
後
の
仕
事
の
関
係
で
、
守
門
、
入

広
瀬
方
面
な
ど
に
も
行
く
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
以
前
は
竜
光
が
あ
る
堀

之
内
や
小
出
に
目
が
向
き
が
ち
で
し
た
が
、
現

在
は
合
併
前
に
「
村
」
だ
っ
た
地
域
の
魅
力
に

も
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
商
業
の
中
心

は
間
違
い
な
く
小
出
、
堀
之
内
で
す
が
、
観
光

客
な
ど
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
に
は
、
主
に
北

魚
沼
郡
時
代
に
村
だ
っ
た
地
域
が
そ
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　

健康　うおぬま №
97

です。また、熱を持った地面に近いことから大人よりも暑
い環境にいるため、外出時も要注意です。
　高齢者は暑さに対する感覚が弱くなるため、暑い環境に
気付きにくかったり、我慢したりすることが熱中症につなが
ることもあるので注意が必要です。

　昨年８月の日照時間は平年よりも３０～６０時間も多かった
そうです。今年も暑い夏になるかもしれません。草取りに夢中
で熱中症にならないようこまめに水分補給をして、また、屋内
であっても熱中症は起こるので暑いときは我慢せずエアコンな
ど上手に使い温度調節して、皆さんで声をかけ合って熱中症
を予防しましょう。

　１年で最も気温が上昇し、最も熱中症の報告が多いの
は夏の７月と８月です。子どもや高齢者は特に注意が必
要なのですが、それはなぜでしょうか。

○水分調節が難しい
　子どもは新陳代謝が活発なため、たくさん汗をかくこ
とで水分が不足しがちです。高齢者はからだの水分が少
ないので、少し汗をかくだけでも水分が不足しがちです。
また、のどの渇きを感知する神経が衰えるため、渇きを
感じにくく、水分が少ない状態になりやすいです。
○体温調節が難しい
　幼児は体温の調節能力が未熟なため、特に注意が必要

問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
141

■６月の相談件数
　　　　　…７７件
　・電話　　４２件
　・来庁　　２７件
　・その他　　８件{

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

市報うおぬま　2017.8.10 　 12

　6 月 21 日～ 23 日に、東京ビッグサイトで開催された
「機械要素技術展」に㈱栄工舎、㈱加藤精工、シンコー
㈱、㈱新潟プレシジョン、山田精工㈱の市内企業 5 社が、
県内企業 30 社とともに出展しました。本展示会は、様々
な加工技術などが展示紹介される国内最大規模の展示
会で、開催 21 回目となる今年は、国内外から 2,454 社
が出展し、8 万人を超える方が来場しました。
　設計・開発、製造、生産技術部門を中心とした来場
者との積極的な商談が行われました。出展企業からは、

「来場者との会話を通じて、企業ニーズをつかめる」「名
刺交換や情報収集することができた」「他業種の動向の

把握に役立った」など、今後につながる感想を伺いました。
　今回 5 社は、市の産業活性化支援事業補助金（展示会
への出展補助）を活用し出展しました。他にも、食品関係
などの様々な展示会への出展を計画されている企業もあり
ます。展示会に参加しても、すぐに結果が出ないかもしれ
ませんが、継続して自社製品や自社技術を PR することに
より、新たな販路開拓につながります。市では、魚沼市発
の技術や製品を全国に発信していく提案型、開発型企業
を目指し、製品開発や技術開発に取り組む企業を応援し
ていきます。展示会への出展補助金は、随時募集してい
ますので商工振興室までご連絡ください。

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
85

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

とり
で悩まないで

 

魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
突
然
「
布
団
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
業
者

が
訪
問
し
、「
汚
れ
て
い
て
体
に
悪
い
の
で
新

し
く
購
入
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
し
つ
こ
く

勧
め
ら
れ
、
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
。
分
割
払

い
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
書
類
を
記
入
す
る

際
に
、
初
め
て
高
額
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

•
 

ド
ア
を
開
け
る
前
に
訪
問
者
や
要
件
を

よ
く
確
認
し
、
必
要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断

り
、
事
業
者
を
家
の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

•
 

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
は
、
契
約

書(

法
定
書
面)

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
間
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
６
月
３０
日
付
け
で
退
任

さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
１８
年
間
に
渡
り
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
７
月
１
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

湯之谷地域の人権擁護委員が交代しました

櫻井 宣
の ぶ お

雄  さん

お
疲
れ
様
で
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

桜井  忍  さん

　
都
会
で
は
珍
し
い
文
化
や
里
山
の
風

景
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
都
市
部
の

人
か
ら
す
る
と
魅
力
的
に
映
り
ま
す
。

先
日
も
守
門
の
あ
る
集
落
に
行
っ
た

ら
、「
菅す
げ
が
さ笠

」
と
「
蓑み

の
」
を
持
っ
て
い
る

お
宅
に
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
こ
う

い
っ
た
民
芸
品
を
作
っ
て
い
る
方
に
は

尊
敬
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
私
の
友
達
が
遊

び
に
来
た
時
も
、
守
門
方
面
に
連
れ
て

行
く
と
そ
の
雰
囲
気
を
気
に
い
っ
て
く

次
回
は
福
山
新
田
地
区
担
当
の
西
村
暁
良
隊
員
で
す

武
川 

学 

隊
員
（
竜
光
地
区
担
当
）

「
村
」
の
魅
力
を
都
会
へ

れ
て
、
た
だ
の
ド
ラ
イ
ブ
で
し
た
が
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
只
見
線
も
復
旧
す
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
は
か
つ
て
村
だ
っ
た
地
域
が
、
魚
沼
市
の

活
性
化
を
す
る
上
で
、
大
切
な
地
域
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も
こ
の
先
、

多
く
の
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
魚

沼
市
の
色
ん
な
地
域
と
上
手
く
絡
む
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
夏
は
ビ
ー
ル
が
美
味

し
い
季
節
で
す
ね
。
最
近
で
は
家
の
外
で
キ
ャ

ン
プ
用
の
椅
子
を
広
げ
、
夕
涼
み
を
し
な
が
ら

ビ
ー
ル
を
飲
む
の
が
楽
し
み
で
す
。
エ
フ
エ
ム

魚
沼
さ
ん
で
も
お
天
気
情
報
と
合
わ
せ
て
ビ
ー

ル
指
数
が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
ビ
ー
ル
と
酒
が

美
味
し
く
飲
め
る
環
境
が
あ
る
、
そ
れ
が
魚
沼

で
す
。

訪問販売にご注意を！

強引な

夏本番　気を付けよう！　熱中症

子どもや高齢者は特に注意

積極的な商談が至る所で

新潟のブースは大盛況

魚沼の に注目技術
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く
　
ら
　
し

６月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H29 H28 増減
◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
　古着と食器の回収分
がごみの減量となりま
した。ご協力ありがと
うございました。※次
回は 10 月に実施します

・古着：19 トン
・食器：10 トン

可燃ごみ 906 928 -22
不燃ごみ 47 46 1
大型ごみ 57 55 2
容器包装 14 14 0

古紙類 80 86 -6
合　計 1,104 1,129 -25

◆◆
堀
之
内
病
院
の
利
活
用
に

係
る
市
民
対
話
集
会

日
８
月
２２
日
㈫

場
堀
之
内
公
民
館

対
ど
な
た
で
も

他
資
料
は
介
護
福
祉
室
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

・
介
護
予
防
、
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
、
在
宅
介
護
実
態
調
査
、
魚

沼
圏
域
の
介
護
保
険
事
業
の
概
要

問
介
護
福
祉
室

☎
７
９
２・９
７
５
５

◆◆
休
日
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す

日
毎
月
第
１
日
曜
日
８
時
３０
分
～

１７
時
１５
分

内
・
住
民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
証
明

等
各
種
証
明
書
の
発
行
、
印
鑑
登
録

◆◆
魚
沼
市
土
地
改
良
区　
　

総
代
総
選
挙

　
任
期
満
了
に
伴
う
魚
沼
市
土
地

改
良
区
総
代
総
選
挙
が
執
行
さ
れ

ま
す
。
今
回
か
ら
こ
れ
ま
で
の
第

３
選
挙
区
と
第
４
選
挙
区
が
統
合

さ
れ
、
３
つ
の
選
挙
区
で
の
選
挙

と
な
り
ま
す
。

◎
日
程

・
告
示
日
︙
９
月
３
日
㈰

・
投
票
日
お
よ
び
選
挙
会
︙
９
月

１０
日
㈰

◎
立
候
補
届
出

・
期
日
︙
９
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪

８
時
３０
分
～
１７
時
ま
で

◎
届
出
場
所

・
市
役
所
小
出
庁
舎

問
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
９
２・９
２
０
７

選 挙 区 選挙区の区域 選挙すべき
総代数

第１選挙区 ・旧堀之内町土地改良区 １４人

第２選挙区 ・旧小出郷土地改良区 ３１人

第３選挙区 ・旧守門土地改良区
・旧入広瀬村土地改良区 １３人

◆◆
戦
没
者
を
追
悼
す
る
黙
祷

　
終
戦
の
日
に
戦
没
者
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
し
て
黙
祷
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
す
。

日
８
月
１５
日
㈫
１２
時
か
ら

内
防
災
無
線
で
呼
び
か
け
を
行
っ

た
後
、サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
厚
生
室

☎
７
９
２・９
７
６
７

健
康
・
福
祉

　障害を持つ人の福祉の増進をはかるため、各種手当制度が設けられています。市が窓口となっている制度を紹
介します。

特別障害者手当・障害児福祉手当・特別児童扶養手当
申問厚生室　☎７９２・９７６７～心身に障害のある人の手当制度を紹介します～

【各手当の概要】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29 年８月現在）

特別障害者手当 障害児福祉手当 特別児童扶養手当

受給できる人

２０歳以上であって、精神また
は身体に著しい重度の障害があ
り、日常生活において常時介護
を必要とする在宅の人

２０歳未満であって、重度の障
害の状態にあるため、日常生活
において常時介護を必要とする
在宅の人

２０歳未満の障害のある児童を
家庭で監護、養育している父母
等

手当額 月額　２６，８１０円 月額　１４，５８０円 １級　月額　５１，４５０円
２級　月額　３４，２７０円

支給時期
２月・５月・８月・１１月 ２月・５月・８月・１１月 ４月・８月・１１月

（１１月は当月分まで支給）

支給制限 所得制限があります

受給資格を
喪失する場合

＊本人が施設に入所した場合
＊本人が病院等に継続して、
　３か月以上入院している場合

＊本人が障害を事由とする公的
　年金給付を受けられる場合
＊本人が施設に入所した場合

＊対象児童が障害を事由とする
　公的年金給付を受けられる場合
＊対象児童が施設に入所した場合
＊対象児童を監護・養育しなく
　なった場合

※手当額は、毎年４月に改定があります
※障害児福祉手当と特別児童扶養手当は併給可能です

障害の状態の判定は専用の診断書によって行います

各月の前月分まで
の手当を支給[　　　　　　　]

◆◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
す

　
重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
増
進

と
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的
に
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で

平
成
２９
年
９
月
か
ら
「
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
」

が
追
加
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成

２９
年
９
月
か
ら

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級

所
持
者

・
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

・
そ
の
他
（
遷
延
性
高
度
意
識
障

害
者
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者
【
追
加
】　
　
　

対
対
象
者
に
は
８
月
中
に
申
請
書

類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
厚
生
室

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
助
成
と

な
り
ま
す

◎
助
成
内
容

・通
院
１
回
あ
た
り
５
３
０
円（
月

４
回
ま
で
）、
入
院
１
日
あ
た
り

１
、２
０
０
円
の
一
部
負
担
金
を

控
除
し
た
額

・
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た

人
に
、
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準

負
担
額

・
訪
問
看
護
１
日
あ
た
り
２
５
０

円
の
一
部
負
担
を
控
除
し
た
額

※
保
険
適
用
外
分
は
自
己
負
担

※
所
得
制
限
あ
り
（
毎
年
見
直
し

を
行
い
ま
す
）

他
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
厚
生
室

☎
７
９
２・９
７
６
７

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
お
よ
び
交
付

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
（
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
）

場
市
役
所
小
出
庁
舎

他
※
所
得
証
明
書
等
の
税
務
証
明

書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん

※
住
所
変
更
、
保
険
の
異
動
、
市

民
セ
ン
タ
ー
業
務
や
公
金
収
納
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

問
市
民
生
活
室
　

☎
７
９
２・１
１
１
２

◆◆
旧
井
口
小
学
校
見
学
会

　
昭
和
３３
年
に
建
築
さ
れ
て
以

来
、
永
年
に
わ
た
り
数
多
く
の
卒

業
生
を
輩
出
し
て
き
た
旧
井
口
小

学
校
校
舎
に
つ
い
て
、
本
年
、
秋

ご
ろ
か
ら
解
体
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
卒
業
生
や
市
民
の
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
校
舎
に
別
れ
を
告

げ
る
た
め
、
解
体
前
に
一
般
公
開

を
行
い
ま
す
。

日
８
月
２７
日
㈰
～
２８
日
㈪
９
時
～

１６
時
３０
分

場
旧
井
口
小
学
校

◆◆
星
空
と
天
体
観
察

日
８
月
２７
日
㈰
１９
時
３０
分
か
ら

※
雨
天
で
も
室
内
で
活
動

場
自
然
科
学
館
星
の
家

内
夏
の
星
雲
、
星
団
観
察

講
須
原
天
文
台
星
の
家
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

対
５
歳
以
上

定
各
回
と
も
先
着
２０
人

￥
幼
児
７０
円
、
小
中
学
生
１
０
０

円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

申
北
部
振
興
事
務
所

☎
７
９
７・２
３
１
１

◆◆
寿
和
温
泉
お
盆
営
業

　
お
盆
期
間
中
は
開
館
時
間
を
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
開
館
時
間
の
変
更

期
８
月
１１
日
㈷
㈮
～
１６
日
㈬
の
間

は
、
１０
時
よ
り
営
業
し
ま
す
。

・
８
月
１７
日
㈭
休
館
日

・
８
月
１８
日
㈮
か
ら
通
常
営
業

※
１２
時
開
館
、
木
曜
日
休
館

問
寿
和
温
泉

☎
７
９
６・３
０
３
３

催
　
　
　
し

※届出用紙は選挙管理委員会または市役所各庁舎にあります

内
校
舎
一
般
公
開
、
卒
業
ア
ル
バ

ム
公
開
（
予
定
）、寄
せ
書
き
コ
ー

ナ
ー
な
ど

問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４・６
０
７
２

◆◆
小
出
ま
つ
り
に
伴
う
乗
合
タ

ク
シ
ー
運
行
経
路
の
変
更

日
８
月
２５
日
㈮

◎
小
出
ま
ち
な
か
循
環
線

・
小
出
駅
→
横
町
→
星
歯
科
医
院

→
小
出
病
院
前
→
小
出
病
院
正
面

玄
関
→
（
横
町
・
柳
原
経
由
）
→

小
出
庁
舎
→
小
出
商
工
会
→
廣
川

医
院
→
中
島
脳
外
科
内
科
医
院
→

宮
医
院
→
（
横
町
経
由
）
→
小
出

駅
※
逆
回
便
は
右
記
と
逆
運
行

問
ま
ち
づ
く
り
室

☎
７
９
２・９
７
５
２

食育の日　日８月１９日　毎月１９日は「食育の日」です。水分をしっかりとりましょう。１日に食事
の他に大人で１．５リットル必要です。お茶や水など糖分の入っていない飲み物で水分補給しましょう。
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生
涯
学
習
・
公
民
館

　
平
成
２９
年
８
月
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
、
同
じ

世
帯
の
ど
な
た
か
が
市
民
税

を
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
、

一
か
月
の
自
己
負
担
額
の
上

限
が
３
７
、２
０
０
円
か
ら

４
４
、４
０
０
円
に
変
わ
り
ま

す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

※
月
々
の
負
担
上
限
の
変
更

問
介
護
福
祉
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
５

◆平成 29 年７月利用分まで
利用者負担の区分 負担上限額（月額）

現役並み所得者の居る世帯の人 ４４，４００円（世帯）

世帯のどなたかが市民
税を課税されている人 ３７，２００円（世帯）

世帯全員が市民税非課税の人 ２４，６００円（世帯）
前年の合計所得と課
税年金収入額の合計
が 80 万円以下の人

１５，０００円（個人）

生活保護を受給している人等 １５，０００円（個人）

◆平成 29 年８月利用分から

４４，４００円（世帯）

※同じ世帯の全ての 65 歳以上の人の
利用者負担割合が 1 割の世帯は、3
年間に限り、年間 446,400 円（37,200
円× 12 か月相当額）の上限が設けら
れます

◎
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
に
設
け
ら
れ
て
い
る

月
々
の
負
担
上
限
額
を
超
え

た
場
合
に
、
超
え
た
分
が
払

い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。
負

担
上
限
額
は
世
帯
の
課
税
状

況
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
市

か
ら
申
請
書
が
送
ら
れ
ま

す
。
一
度
申
請
を
す
る
と
以

降
の
申
請
は
不
要
と
な
り
、

該
当
し
た
場
合
は
自
動
的
に

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　 堀之内 小　出 湯之谷 広　神 守　門 入広瀬

日
10 月 11 日㈬
10:30 ～ 13:30

10 月 17 日㈫
11:00 ～ 13:30

10 月４日㈬
10:00 ～ 13:00

10 月６日㈮
10:00 ～ 13:30

10 月 14 日㈯
10:30 ～ 13:00

９月９日㈯
11:00 ～ 13:30

場 堀之内体育館 小出郷総合
体育館

地域振興
センター

広神体育
センター

守門中学校
体育館

入広瀬スポーツ
センター

内 式典・アトラクション

対

堀之内地区老人ク
ラブの加入者又は
堀之内地域に在住
の 65 歳以上の人

小出地区老人クラ
ブの加入者又は小
出 地 域 に 在 住 の
70 歳以上の人

湯之谷地区老人ク
ラブの加入者又は
湯之谷地域に在住
の 70 歳以上の人

広神地区老人クラ
ブの加入者又は広
神 地 域 に 在 住 の
65 歳以上の人

守門地区老人クラ
ブの加入者又は守
門 地 域 に 在 住 の
65 歳以上の人

入広瀬地域に在
住の昭和 23 年 4
月 1 日以前に生
まれた人

〆

堀之内地区老人
クラブ未加入者は
９月 13 日㈬まで

小出地区老人
クラブ未加入者は
９月 15 日㈮まで

湯之谷地区老人
クラブ未加入者は
９月 15 日㈮まで

広神地区老人
クラブ未加入者は
８月 31 日㈭まで

守門地区老人
クラブ未加入者は
８月 31 日㈭まで

８月 22 日㈫までに
老人クラブ事務局ま
たは地区役員、介護
福祉室まで

他
　　　各地域の老人クラブに加入している会員は、会長を通じて別途参加者の
　　　とりまとめを行います。

対 象 者 に 案 内 文
と 申 込 用 紙 を 配
布します。

申 
問

　介護福祉室（高齢者支援班）　☎７９２・９７５５
入広瀬地区老人ク
ラブ事務局
☎７９６・２５４９

◆平成２９年度老人福祉大会の参加者募集

子
　
ど
　
も

◆❷
親
子
運
動
教
室

日
９
月
１５
日
㈮
１０
時
～
１０
時
４５
分

場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

内
親
子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
り

な
が
ら
、
体
の
根
っ
こ
を
育
て
る

簡
単
な
運
動
遊
び
で
す
。

講
梅
田
愛
子
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
）

対
０
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者

定
２５
組
〆
９
月
８
日
㈮

◆❶
～
楽
し
い
子
育
て
の
ヒ
ン

ト
～
イ
ク
メ
ン
講
座

日
９
月
５
日
㈫
１９
時
～
２０
時
３０
分

場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

内
ほ
め
方
の
コ
ツ
や
ポ
イ
ン
ト

と
、
お
子
さ
ん
の
行
動
に
応
じ
た

接
し
方
を
学
び
ま
す
。

対
２
歳
児
～
５
歳
児
（
年
長
）
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
父
親

定
先
着
２０
人
￥
無
料

〆
８
月
２９
日
㈫

他
託
児
希
望
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆❸
ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
講
座

日
１０
月
３
日
㈫
・
１７
日
㈫
、
１１
月

７
日
㈫・２２
日
㈬
、
１２
月
５
日
㈫・

２０
日
㈬
※
６
回
で
構
成

場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

内
子
ど
も
の
行
動
を
理
解
し
、
ほ

め
る
こ
と
で
で
き
る
こ
と
を
増
や

す
関
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

対
２
歳
児
～
５
歳
児
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
保
護
者
で
、
子
育
て
に
難

し
さ
や
悩
み
を
お
持
ち
の
人

￥
１
、０
０
０
円
（
全
６
回
）

定
先
着
１０
人
〆
９
月
２２
日
㈮

◆◆
心
の
談
話
室

内
個
別
相
談
、
同
じ
悩
み
を
も
つ

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
情
報
交
換

日
９
月
１４
日
㈭
１９
時
～
２０
時
３０
分

場
・
個
別
相
談
︙
堀
之
内
公
民
館

（
会
議
室･

研
修
室
）

・
情
報
交
換
︙
堀
之
内
庁
舎
（
３

階
フ
ラ
ワ
ー
ル
ー
ム
）

対
特
に
気
持
ち
が
学
校
に
向
か
わ

な
い
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
み
を

お
持
ち
の
人
〆
９
月
６
日
㈬

申
問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４・６
０
７
２

問
申
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ぱ
ぴ
ぷ

☎
７
９
２・６
３
５
６

◆❷
０
～
３
歳
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

◎
小
出
郷
図
書
館

日
８
月
１８
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

内
絵
本｢

ふ
ね
な
の
ね｣｢

に
ゅ
ー

っ
す
る
す
る
す
る｣

紙
芝
居
な
ど

◎
広
神
図
書
館

日
８
月
１９
日
㈯
１０
時
３０
分
か
ら

内
絵
本｢

い
い
お
か
お｣

大
型
絵

本
「
ぴ
ょ
～
ん
」
な
ど

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

◆❶
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵

本
を
８
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

日
８
月
１６
日
㈬
１３
時
～
１４
時
３０
分

◎
広
神
図
書
館
和
室

日
８
月
２６
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

対
平
成
２８
年
１０
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

◆❷
初
心
者
ペ
ン
習
字
教
室　

～
お
手
本
を
見
な
い
で
書

け
る
よ
ろ
こ
び
を
～

日
９
月
６
日
㈬
・
２７
日
㈬
、
１０
月

４
日
㈬
・
１８
日
㈬
、
１１
月
１
日
㈬

１３
時
３０
分
～
１５
時

場
小
出
北
部
公
民
館

内
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
硬
筆
を
使
い
、

字
を
書
く
練
習
を
し
ま
す
。

講
小
出
ペ
ン
習
字
会
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

定
先
着
１６
人
￥
５
０
０
円

持
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
硬
筆
・
下
敷
き

〆
９
月
１
日
㈮

◆❶
子
育
て
パ
パ
マ
マ
応
援
し

ま
す

日
①
８
月
１９
日
㈯
１０
時
か
ら

②
９
月
１９
日
㈫
１０
時
３０
分
か
ら

場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

内
絵
本
、
紙
芝
居
、
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
、
親
子
遊
び
等

講
絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ
う
し
」
ス

タ
ッ
フ

対
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
定
な
し
￥
無
料
申
不
要

問
申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２・５
３
３
６

（
平
日
９
時
～

１６
時
）

申
問
守
門
公
民
館

☎
７
９
７・２
２
６
１

◆❶
映
写
会

日
８
月
２９
日
㈫
１４
時
～
１５
時
３０
分

内「
故
郷
は
心
の
中
に
」５０
分
、「
日

本
一
短
い
母
へ
の
手
紙
」
３２
分

場
守
門
公
民
館
￥
無
料

◆❷
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
９
月
２１
日
㈭
・
２８
日
㈭
、
１０
月

５
日
㈭
１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

内
紙
バ
ン
ド
で
あ
じ
ろ
編
み
の
手

提
げ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。

場
守
門
公
民
館

講
佐
藤
た
か
子
さ
ん

対
ど
な
た
で
も
定
１０
人

￥
１
、３
０
０
円

〆
８
月
３１
日
㈭

持
は
さ
み
、
鉛
筆
、
あ
れ
ば
メ

ジ
ャ
ー

◆◆
君
も
名
人
！
将
棋
を
楽
し
も
う

日
８
月
２０
日
㈰
１０
時
～
１２
時

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

申
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
広
神
公
民
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

禁煙の日　日８月２２日　毎月２２日は、２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワンスワンで禁煙を！」
の禁煙の日です。あなたも禁煙をはじめませんか。
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◆◆
映
写
会

日
８
月
２３
日
㈬

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

内
リ
ト
ル
バ
ン
パ
イ
ア
プ
チ
バ
ン
ピ
、

コ
コ
ロ
屋
、
権
現
堂
の
弥
三
郎
ば
さ

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

申
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

☎
７
９
２・０
０
８
２

ミ 

ニ 

情 

報

◆◆
苔
玉
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
８
月
２４
日
㈭
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
越
後
ハ
ー
ブ
香
園
入
広
瀬

内
プ
ロ
が
栽
培
し
た
植
物
と
苔
を

使
っ
て
、
苔
玉
を
作
り
ま
す
。

講
酒
井
さ
ん
（
苔こ
け
ゆ
う遊
）　

対
ど
な
た
で
も
定
１５
人

￥
２
、０
０
０
円

〆
８
月
１７
日
㈭

申
越
後
ハ
ー
ブ
香
園
入
広
瀬

☎
７
９
６・２
１
２
０

◆❷
食
べ
て
納
得
・
知
っ
て
得

す
る
「
糖
尿
病
予
防
ラ
ン

チ
を
食
べ
よ
う
」

日
８
月
２５
日
㈮
１１
時
～
１５
時

場
小
出
病
院
内
レ
ス
ト
ラ
ン
味
彩

内
管
理
栄
養
士
監
修
の
ラ
ン
チ
を

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
で
、
バ
ラ

ン
ス
や
量
を
学
べ
ま
す
。

定
限
定
５０
食

￥
７
０
０
円

◆❶
小
出
病
院
整
形
外
科
休
診
日

日
８
月
２５
日
㈮

◆◆
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
大
の
阪
」
盆
踊
り

日
８
月
１４
日
㈪
～
１６
日
㈬
１９
時
３０

分
か
ら

場
八
幡
宮
境
内
（
堀
之
内
地
域
）

対
ど
な
た
で
も

問
大
の
阪
の
会

☎
７
９
４・４
８
４
０

◆◆
小
出
郷
文
化
会
館
臨
時
休
館

日
８
月
１３
日
㈰
１７
時
３０
分
～
２２
時

内
夜
間
の
み
休
館

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２・８
８
１
１

◆◆
広
神
野
球
場
大
学
招
待
試

合
＆
少
年
野
球
教
室

日
８
月
１９
日
㈯
１３
時
３０
分
か
ら

（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
Ｖ
Ｓ
立
正

大
学
）・
２０
日
㈰
９
時
か
ら
（
新

潟
医
療
福
祉
大
学
Ｖ
Ｓ
小
出
高

校
）１３
時
か
ら（
少
年
野
球
教
室
）

場
広
神
野
球
場
￥
無
料

問
広
神
野
球
場

☎
７
９
９・３
４
５
６

問
小
出
病
院

☎
７
９
２・２
１
１
１

◆◆
シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
講
座

日
８
月
１９
日
㈯
９
時
～
１１
時

場
目
黒
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

内
ス
マ
ホ
の
困
っ
た
・
わ
か
ら
な

い
解
消
講
座

◆◆
ア
ロ
マ
精
油
講
座

日
８
月
２０
日
㈰
１３
時
～
１５
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
ア
ロ
マ
精
油
を
学
び
虫
刺
さ
れ

ケ
ア
ま
た
は
日
焼
け
ケ
ア
の
ひ
ん

や
り
ジ
ェ
ル
を
作
り
ま
す
。

講
磯
部
直
子
さ
ん

対
ど
な
た
で
も
定
１０
人

￥
１
、２
０
０
円

〆
８
月
１７
日
㈭

申
心
と
香
り
の
会
・
山
田

☎
０
８
０・３
５
５
９・１
０
８
０

◆◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校

夏
休
み
作
っ
て
遊
ぼ
う
魚
沼
大
会

日
８
月
２５
日
㈮
９
時
～
１１
時

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
自
分
で
作
っ
た
輪
ゴ
ム
鉄
砲
ゲ

ー
ム
や
積
木
高
さ
競
争
な
ど
行
い

ま
す
。
賞
品
、
参
加
賞
も
あ
り
。

対
小
学
生
以
下
￥
無
料

〆
８
月
２２
日
㈫
※
当
日
参
加
可

申
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
７
９
２・１
３
３
６

℻
７
９
２・６
７
７
６

◆◆
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
初
心
者
ラ
ン
ニ
ン
グ
塾

日
９
月
５
日
㈫
・
１２
日
㈫
・
１９
日

㈫
・
２６
日
㈫
１９
時
３０
分
～
２１
時

場
月
岡
公
園
駐
車
場
　

内
初
心
者
を
対
象
に
基
礎
知
識
を

学
び
な
が
ら
距
離
に
応
じ
た
走
り

方
を
実
践
し
ま
す
。

講
星
俊
寛
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）

対
２０
歳
以
上
の
健
康
な
人

定
先
着
３０
人
￥
１
回
５
０
０
円
　

申
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
魚
沼

☎
７
９
３・７
１
６
６

◆◆
い
の
ち
を
考
え
る
講
演
会

日
９
月
６
日
㈬
１４
時
～
１６
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

演
生
き
る
力
に
つ
い
て
考
え
る

講
宇
野
全ぜ
ん
ち智

さ
ん
（
曹
洞
宗
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
）

対
ど
な
た
で
も

◆◆
米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
を

囲
む
座
談
会

日
９
月
９
日
㈯
１５
時
～
１６
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
「
小
千
谷
・
魚
沼
の
地
域
医
療

を
語
る
」
座
談
会
　

定
１
４
０
人
対
ど
な
た
で
も

申
不
要
￥
無
料

問
小
千
谷
市
魚
沼
市
医
師
会

☎
０
２
５
８・８
２・７
５
１
１

◆◆
親
子
で
野
外
ス
ポ
ー
ツ
体

験
「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
教
室
」

日
９
月
１０
日
㈰
９
時
～
１４
時
３０
分

※
予
備
日
：
９
月
１７
日
㈰

場
越
後
ハ
ー
ブ
香
園

講
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
公
式
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
他
　

対
先
着
親
子
２０
人（
小
学
生
以
上
）

￥
１
、２
０
０
円
（
予
定
）

持
参
加
者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

申
湯
之
谷
公
民
館

☎
７
９
２・０
５
３
０

◆◆
ゆ
る
体
操
講
座
（
う
お
ぬ

ま
市
民
大
学
連
携
講
座
）

日
９
月
１３
日
㈬
①
１３
時
３０
分
～
１５

時
３０
分
②
１９
時
～
２０
時
３０
分

場
堀
之
内
公
民
館

講
豊
野
美
佐
子
さ
ん

各
種
相
談
等

◆◆「
魚
沼
市
お
買
物
情
報
サ
イ

ト
」
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
店
舗
や
宿
泊
施
設
等
が

運
営
・
出
店
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
を
集
め
て
、
市

募
　
　
　
集

◆◆
ほ
っ
！
と
相
談

　
精
神
対
話
士
（
専
門
的
知
識
と

暖
か
な
対
話
で
人
を
癒
す
心
の
ケ

ア
専
門
職
）に
よ
る
相
談
会
で
す
。

日
９
月
１０
日
㈰
１３
時
３０
分
～
１８
時

場
フ
ァ
ー
マ
み
ら
い
浦
佐
薬
局（
南

魚
沼
市
浦
佐
４
０
６
９
番
地
３
）

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
新
潟
事
務
所

☎
０
９
０・８
３
３
１・４
５
８
４

学
校
教
育
課

☎
７
９
４・６
０
７
２

対
ど
な
た
で
も
定
各
３０
人

持
バ
ス
タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

〆
９
月
８
日
㈮

申
堀
之
内
公
民
館

☎
７
９
４・６
０
２
６

内
の
素
晴
ら
し
い
商
品
な
ど
を
一

堂
に
会
し
た
サ
イ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
販
売
を
さ
ら
に
拡
大

す
る
た
め
に
登
録
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま

せ
ん
か
。

◎
シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト

Ｈhttp://w
w

w.uonum
a-shop.jp/

申
「
参
加
す
る
」
フ
ォ
ー
ム
よ
り

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。（
登
録
は

無
料
で
す
。） 

問
商
工
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
３

◆◆
尾
瀬
・
銀
山
平
で
活
躍
す
る　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座

日
①
９
月
２１
日
㈭
１９
時
か
ら

・
座
学
（
尾
瀬
の
概
要
、
ガ
イ
ド

の
役
割
）

②
９
月
３０
日
㈯
～
１０
月
１
日
㈰

・
実
地
研
修
（
尾
瀬
）

※
１１
月
～
３
月
ま
で
月
１
～
２
回

の
座
学
（
平
日
夜
）
を
予
定

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
尾
瀬
ガ
イ
ド
協
会
の
認
定
試
験

合
格
を
目
標
と
し
ま
す
。

講
奥
只
見
郷
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

対
①
②
に
参
加
可
能
で
ガ
イ
ド
に

な
る
意
欲
の
あ
る
人

￥
１
８
、０
０
０
円
程
度
（
テ
キ

ス
ト
代
・
実
地
研
修
代
）

他
受
講
後
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

と
し
て
、働
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

申
問
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
養
成

推
進
協
議
会
（
観
光
協
会
内
）

☎
７
９
２・７
３
０
０

◆◆
堀
之
内
十
五
夜
ま
つ
り
カ

ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者
募
集

日
９
月
１５
日
㈮
１９
時
か
ら

場
八
幡
宮
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ

◆◆「
親
子
い
け
ば
な
教
室
」

体
験
会

日
９
月
９
日
㈯
９
時
３０
分
～
１２
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
定
３０
人
￥
無
料

講
中
村
桂
子
さ
ん

〆
８
月
３１
日
㈭

問
魚
沼
華
道
会
・
清
塚

☎
７
９
２・１
５
２
８

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２・８
８
１
１

◆❶
ア
ー
ト
の
体
験
ひ
ろ
ば
第

２
弾
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

体
験
講
座
！

日
①
１０
月
７
日
㈯
②
８
日
㈰
③
９

日
㈷
㈪
９
時
～
１３
時
（
小
～
高
校

生
）、
１４
時
～
１７
時
（
１９
歳
以
上
）

場
①
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
②
③
堀
之
内
公
民
館

内
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
美
女
と
野
獣
」

を
作
り
上
げ
ま
す
。

講
小
口
真
澄
さ
ん
（
キ
ッ
ズ
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
魚
沼
産
☆
夢
ひ
か
り
演
出
）

対
小
学
１
年
生
以
上

￥
小
～
高
校
生
︙
１
、０
０
０
円

１９
歳
以
上
︙
１
、５
０
０
円

〆
９
月
２３
日
㈷
㈯

◆❷
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
嵐
の
中

の
子
ど
も
た
ち
」

日
１１
月
３
日
㈷
㈮
１５
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
１８
人
の
子
ど
も
た
ち
が
繰
り
広

げ
る
友
情
と
勇
気
が
つ
ま
っ
た
冒

険
物
語
￥
３
、５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
２
、０
０
０
円
※
全
席
指
定

発
売
中
他
保
育
ル
ー
ム
あ
り

◆◆
第
６
回
戦
争
体
験
を
聞
く
会

日
８
月
２６
日
㈯
１４
時
～
１６
時
３０
分

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
「
満ま
ん
も
う蒙

開
拓
団
」
そ
の
実
相
と

我
が
家
の
足
跡
￥
５
０
０
円

問
魚
沼
九
条
の
会
・
大
平

☎
７
９
２・２
７
４
４

定
先
着
２０
人
※
受
付
：
８
月
１８
日

㈮
９
時
か
ら
堀
之
内
商
工
会
に
て

￥
１
、０
０
０
円

他
一
人
一
曲
ま
で

※
歌
は
２
コ
ー
ラ
ス
ま
で

問
堀
之
内
商
工
会

☎
７
９
４・２
４
３
３

〆
８
月
３１
日
㈭

申
魚
沼
地
域
振
興
局

☎
７
９
２・８
６
１
４

◆◆
灯
篭
流
し

日
８
月
１６
日
㈬
１９
時
か
ら

※
流
し
開
始
︙
１９
時
３０
分
か
ら

場
小
出
橋
付
近

◎
灯
篭
の
販
売

※
当
日
小
出
橋
付
近
に
て
灯
篭
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

他
当
日
は
安
全
の
た
め
懐
中
電
灯

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
出
商
工
会

☎
７
９
２・２
１
２
４

講
目
黒
辰
巳

対
５０
歳
以
上
定
１０
人

￥
２
、１
２
０
円
〆
８
月
１８
日
㈮

問
き
き
ら
ら
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
・
目
黒

☎
０
８
０・３
１
９
４・６
３
６
１
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 ８月 16 日～３１日 行事カレンダー
16 水 ブックスタート小出 (13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）

17 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

18 金 だっこでおはなし小出（10:30/ 小出郷図書館）

19 土 だっこでおはなし広神（10:30/ 広神図書館）

20 日 魚沼バイオリンランドクラブ & 魚沼混声合唱団合同演奏
会（13:30/ 小出郷文化会館）

21 月 こども映写会（10:00/ 守門庁舎）

22 火

23 水 ひきこもり座談会（13:30/小出ボランティアセンター）

24 木

年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006
新潟県少年の主張「わたしの主張」魚沼地区大会

（13:00/ 小出郷文化会館）

25 金 小出まつり ( 演芸大会）

26 土 小出まつり ( 打ち上げ花火）
ブックスタート広神 (10:00/ 広神図書館）

27 日 小出まつり ( 民謡流し、芸能発表会）
旧井口小学校解体前見学会 ( ～ 28 日 / 旧井口小学校）

28 月

29 火

30 水

31 木

乳幼児健診

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  

親子ふれあい広場9月 問健康増進室
☎ 792・9763

9月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室

◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

土曜開放 毎週土曜 9:00～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

栄養相談
（栄養士同席）

11 日㈪ 10:00 ～　
11:30

離乳食や食事の
相談ができます。25 日㈪

・９/28 ㈭は、4 か月健診のため午後からお休みとなります。

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

・９/8 ㈮午前は、お休みとなります。

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金8:30 ～ 11:30 自由遊び、
ふれあい体操など

・９/8 ㈮は、お休みとなります。

会　場 日　時 内　容
入広瀬保健

センター ８日㈮10:00 ～ 11:00 大型絵本や紙芝居を楽
しもう

種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

乳児（４か月児） 平成 29 年５月 28 日
㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1 歳６か月児 平成 28 年２月 13 日
㈬

湯之谷
保健

センター
２歳児 平成 27 年９月 20 日

㈬

３歳児 平成 26 年９月 27 日
㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ等の着替え
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

事業名 対象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場

離乳食講習会
ステップ１

平成 29 年 6 月生
の乳児の養育者

5 日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

平成 29 年 2 月生
の乳児の養育者

12 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

平成 28 年 11 月生
の乳児の養育者

25 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）
平成 28 年 9 月生 26 日

㈫
9:15
～

9:30

持・母子健康手帳　・オムツ等の着替え

◆◆
魚
沼
市
医
療
公
社
職
員
募
集

①
臨
床
検
査
技
師

・
募
集
定
員
︙
若
干
人

・
応
募
資
格
︙
臨
床
検
査
技
師
の

有
資
格
者
、
取
得
見
込
み
の
人

・
勤
務
地
︙
市
立
医
療
機
関

・
勤
務
時
間
︙
７
時
間
４５
分

・
給
与
︙
月
１
７
２
、７
０
０
円
～

・
選
考
試
験
︙
１
次
選
考
（
書
類

審
査
）、２
次
選
考
（
筆
記
、面
接
）

・
申
込
期
限
︙
９
月
１０
日
㈰

②
事
務
職
員
（
平
成

３０
年
４
月
採

用
予
定
）

・
募
集
定
員
︙
若
干
人

・
職
務
内
容
︙
病
院
運
営
事
務

・
勤
務
地
︙
市
立
医
療
機
関

・
勤
務
時
間
︙
７
時
間
４５
分

・
給
与
︙
当
公
社
規
定
に
よ
る

・
選
考
試
験
︙
１
次
選
考
（
書
類

審
査
）、
２
次
選
考
（
筆
記
、
面

接
試
験
）

・
申
込
期
限
︙
１０
月
１０
日
㈫

他
　
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
魚
沼
市
医
療
公
社

☎
７
９
３・７
３
４
８

◆◆
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
（
特
養
八
色

園
）
看
護
職
員
募
集

・
職
種
︙
看
護
職
員
１
人

・
受
験
資
格
︙
昭
和
４７
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護

師
資
格
を
有
す
る
人
、
若
し
く
は

平
成
３０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人
、
地
方
公
務
員
と
し

て
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

・
試
験
日
︙
１０
月
１１
日
㈬

・
試
験
会
場
︙
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
八
色
園

◆◆
魚
沼
基
幹
病
院
看
護
職
員

（
助
産
師
・
看
護
師
）
募
集

・
受
験
資
格
︙
６０
歳
未
満
の
人

・
助
産
師
︙
６
か
月
以
上
助
産
師

と
し
て
医
療
機
関
で
の
業
務
従
事

経
験
を
有
す
る
人
又
は
平
成
３０
年

に
行
わ
れ
る
助
産
師
国
家
試
験
で

免
許
取
得
見
込
の
人

・
看
護
師
︙
６
か
月
以
上
の
看
護

師
と
し
て
医
療
機
関
で
の
業
務
従

事
経
験
を
有
す
る
人
又
は
平
成
３０

年
に
行
わ
れ
る
看
護
師
国
家
試
験

で
免
許
取
得
見
込
の
人

他
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
魚
沼
基
幹
病
院
事
務
部
総
務
課

☎
０
２
５・７
７
７・３
２
０
０

・
試
験
方
法
︙
看
護
師
と
し
て
の

専
門
知
識
に
つ
い
て
の
筆
記
試

験
、
作
文
試
験
、
面
接
試
験

・
受
験
手
続
き
︙
受
験
申
込
書
、

履
歴
書
を
９
月
１５
日
㈮
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
（
松
田
・
高
野
）

☎
０
２
５・７
７
７・３
８
１
１

◆◆
市
民
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

日
９
月
９
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１５
時

３０
分

場
長
岡
市
立
中
央
図
書
館

演
知
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
！？
ア
ル

コ
ー
ル
の
こ
と
～
か
ら
だ
と
こ
こ

ろ
へ
の
影
響
～
」

講
小
泉
暢ま
さ
た
か
大
栄
先
生
（
県
立
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
精
神
科
部
長
）　

他
体
験
談
︙
若
月
義
昭
さ
ん
（
長

岡
断
酒
新
生
会
会
長
）　

問
市
民
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
事
務
局

☎
０
２
５
８・２
４・３
９
３
０

◆◆
う
お
ぬ
ま
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ

リ
ー
一
般
エ
キ
ス
ト
ラ
・

見
学
者
大
募
集
！

日
９
月
２
日
㈯

・
一
般
エ
キ
ス
ト
ラ
︙
１０
時
～
１８
時

・
見
学
︙
１３
時
か
ら

場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

内
チ
ー
ム
で
救
命
技
能
を
競
い
ま

す
。
一
般
エ
キ
ス
ト
ラ
は
、
患
者

役
や
家
族
役
な
ど
を
演
じ
て
も
ら

い
ま
す
。
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

〆
８
月
２５
日
㈮

申
エ
キ
ス
ト
ラ
希
望
は
、「
魚
沼

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
実
行
委
員

会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

Ｈhttps://w
w

w.uonum
a-m

e
dicalrally.jp/

◆◆
弁
護
士
に
よ
る
「
特
定
Ｂ

型
肝
炎
特
別
措
置
法
」
に

関
す
る
無
料
相
談
会

日
９
月
３０
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１６
時

※
受
付
：
１５
時
ま
で

場
小
千
谷
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
」

対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に

な
っ
た
人
と
そ
の
家
族

他
事
前
予
約
者
優
先

申
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

☎
０
２
５・２
２
３・１
１
３
０

◆◆
新
潟
県
立
国
際
情
報
高
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
８
月
２４
日
㈭
・
２５
日
㈮
１３
時
～

１６
時

内
学
校
紹
介
、
体
験
授
業
な
ど

他
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
県
立
国
際
情
報
高
等
学
校

☎
０
２
５・７
７
７・５
３
５
５

◆◆
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
？「
無
料
登
記
相
談
所
」

期
８
月
２１
日
㈪
～
２５
日
㈮
１０
時
～

１２
時

場
新
潟
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局

相
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士

他
相
談
は
予
約
制
で
す
。

申
新
潟
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局

☎
０
２
５・７
７
２・２
１
６
４

◆◆「
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
無
料
職
業

紹
介
所
」
開
設

内
人
手
が
ほ
し
い
農
家
と
、
農
業

を
や
っ
て
み
た
い
、
少
し
で
も
生

活
の
足
し
に
し
た
い
と
い
っ
た
求

職
者
を
繋
げ
る
無
料
職
業
紹
介
事

業
を
始
め
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
営
農
企
画
課

☎
７
９
３・１
７
７
０

Ｈhttp://w
w

w.ja-kitauonum

　

a.or.jp/business/shokugyous
houkai/

◆◆
新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

～
わ
た
し
の
主
張
～　
　

魚
沼
地
区
大
会

日
８
月
２４
日
㈭
１３
時
か
ら

内
中
学
生
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
や
将
来
の
夢
、
社
会
に
対
す
る
意

見
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
地
区
予
選

と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
内
各
校
で
選

出
さ
れ
た
代
表
者
が
発
表
し
ま
す
。

場
小
出
郷
文
化
会
館

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料
申
不
要

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

☎
７
９
２・１
１
４
５



きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

ＱＡ

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、８月２５日（金）です。

　
梅
雨
の
合
間
、
ジ
リ
ジ
リ
と
照

り
つ
け
る
太
陽
に
、
負
け
じ
と
輝

き
を
放
つ
月
岡
公
園
の
約
一
万
本

の
ユ
リ
。
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇

る
ユ
リ
を
一
目
見
よ
う
と
、
公
園

を
訪
れ
る
家
族
連
れ
は
み
ん
な
楽

し
そ
う
。
大
輪
の
ユ
リ
の
花
と
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
撮
影
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

①
５
社

②
３０
社

③
３５
社

　
６
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
、「
機
械
要
素
技
術
展
」
に
魚
沼
市
企
業

は
何
社
出
展
し
ま
し
た
か
。

橘 智
と も み

美 さん

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
８
月
２５

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
気
が
強
く
物
分
か
り
の
い
い
メ
ス

犬
「
も
も
こ
」
と
慎
重
派
で
甘
え
ん

坊
の
オ
ス
犬
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」。
こ

の
２
頭
の
ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
を
「
オ

ビ
デ
ィ
エ
ン
ス
」
と
い
う
服
従
訓
練

の
競
技
で
世
界
大
会
ま
で
導
い
た

飼
い
主
の
橘
智
美
さ
ん
。
福
祉
施

設
で
勤
務
す
る
傍
ら
、
河
川
敷
や

自
宅
で
の
訓
練
を
毎
日
欠
か
さ
ず

続
け
、一
糸
乱
れ
ぬ
従
順
な
行
動
を

２
頭
に
身
に
着
け
ま
し
た
。

　「
犬
は
『
お
だ
て
』
や
『
お
や
つ
』

で
調
子
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
良
い
行
動
が
で
き
て
い
な
い
の

に
褒
め
て
も
喜
ば
な
い
で
す
。
ま
る

で
、
私
の
心
が
見
透
か
さ
れ
て
い
る

よ
う
」
誤
魔
化
さ
ず
本
音
で
向
か

い
合
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
た
ど
り

着
け
る
人
と
犬
の
信
頼
関
係
の
境

地
。
訓
練
の
様
子
か
ら
も
、
指
示

を
出
す
橘
さ
ん
を
凝
視
す
る
ジ
ュ
ピ

タ
ー
の
一
途
な
眼
差
し
と
、
そ
の
行

動
を
優
し
く
見
守
る
橘
さ
ん
の
表

情
の
間
に
、
互
い
の
深
い
愛
情
が
伝

わ
り
ま
す
。

　
ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
は
物
覚
え
が

良
く
、間
違
い
で
も
３
回
教
え
る
と
、

す
ぐ
に
覚
え
て
し
ま
う
。「
あ
る
日
、

私
が
間
違
い
を
教
え
て
し
ま
い
落

ち
込
ん
で
い
る
と
、
も
も
こ
が
『
今

ジ
ュ
ピ
タ
ー

７
歳
で
す

も
も
こ

１３
歳
で
す

日
は
そ
ん
な
こ
と
い
い
か
ら
遊
ぼ
う

よ
』
と
じ
ゃ
れ
て
励
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
」
人
の
気
持
ち
を
察
知
し
、

気
分
転
換
を
さ
せ
て
く
れ
る
犬
た

ち
。
訓
練
が
進
む
と
、
犬
が
自
分

の
体
の
一
部
の
よ
う
な
感
覚
に
な
る

と
橘
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
は
ベ
ル
ギ
ー
で
行

わ
れ
た
世
界
大
会
に
ジ
ュ
ピ
タ
ー

と
出
場
す
る
も
、
牧
羊
犬
文
化
が

定
着
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
の
壁
は
厚

く
惜
し
く
も
入
賞
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
老
犬
と
な
っ
た

も
も
こ
は
競
技
を
引
退
し
、
ジ
ュ
ピ

タ
ー
は
再
び
世
界
を
目
指
す
。「
競

技
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
、
人

と
犬
の
共
生
を
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
連
絡

く
だ
さ
い
」
と
笑
う
橘
さ
ん
の
両
手

に
抱
え
ら
れ
た
、
も
も
こ
と
ジ
ュ
ピ

タ
ー
は
と
っ
て
も
幸
せ
そ
う
で
す
。

オビディエンス競技は人との歩
行や木片選別など１０科目で競
い合います。興味のある方は、
橘さんまでご連絡を。メール：
momokojupi@gmail.com

　
うおぬま　

食美　　 品逸
　市内の美味しい食や魚沼ブランド推奨品などを紹
介する新コーナー。今回は昭和 56 年に開店以来、
地元で愛されるお店の「そば処 よしみや」さんをご
紹介します。

　NO．7

　卓越した技能者を
認定する「にいがたの
名工（日本料理部門）」
に選出された経歴を
持つ、「そば処 よしみ
や」のご主人が作る
一押しのメニューは ｢

天ざるそば｣。こだわりは自家製麺と旬の食材を使ったさく
さくの大きめの天ぷらで、他店とは一味違った味わいです。
中でも、ひときわ目を引くのは器から溢れんばかりの特大
の海老の天ぷらで、その全長はなんと約１８cm。 

　また、米粉とヨモギの粉を使用した魚沼グリーン焼き
そば＆魚沼グリーンラーメンも、野菜がたっぷりでお勧
めです。笑顔の光る ｢にいがたの名工｣ が作る絶品料
理を味わいに、足を運んでみてはいかがでしょうか。

場 魚沼市須原１５１７－１１
☎ ０２５－７９７－２５２１
営業　１１：００～２１：００
定休日　火曜日 店主 大塚桂

けいぞう
三 さん

30 名様までの宴会等、ご予算に
合わせた対応ができます！

めんつゆに浸し、ガブリと食
べたい特大海老天。

市報うおぬま　2017.8.10 　 22

世
界
大
会
の
様
子

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　
前
回
の
正
解
は
、「
③
91
・
６
ｍ
」
で
し
た
。
当
選

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
応
募
総
数
：
１６
通
（
う
ち
正
解
数
：
１０
通
）

　
大
島　
文
勇　
さ
ん

　
佐
藤　
　
剛　
さ
ん

　
田
中
な
つ
紀　
さ
ん

　
星　
　
太
一　
さ
ん

　
松
井　
寅
夫　
さ
ん

森山　ネン　金ケ沢　　　　９０歳
櫻井　國夫　小平尾　　　　８０歳
星　　方子　和田　　　　　９０歳
今井　キク　和田　　　　　９５歳
岡部ます美　渋川　　　　　６７歳
渡邉　セツ　西名　　　　　８８歳
目黒　スエ　長鳥　　　　１００歳
浅井　千世　大白川　　　　６８歳

佐藤　　猛　堀之内稲荷町　８２歳
佐藤　　愛　堀之内稲荷町　８６歳
横山　松男　浦之島　　　　８９歳
中林　欽也　浦之島　　　１０２歳
中村　　功　大石一　　　　８０歳
星野　カツ　徳田　　　　　９６歳
小山　庄一　田中沢口　　　６２歳
渡邉　哲雄　上稲倉　　　　６６歳
井口　節夫　羽根川三　　　６８歳
上村　利門　羽根川四　　　８８歳
櫻井　冨二　青島中　　　　８７歳
上村　フジ　虫野　　　　１０２歳
佐藤　清幸　上ノ原　　　　６１歳
内田　タミ　井口　　　　　９１歳
星　　繁造　下折立　　　　８５歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

松木　恵
え の

音　健治郎・梓　堀之内稲荷町
八木　千

ち さ き
咲　利弘・知子　堀之内稲荷町

後藤そよ葉
は

　譲・名菜　　　青島東
荒井美

み ゆ き
優紀　紀洋・安代　　十日町

須佐　星
せ い ら

来　良・美由紀　　　水沢
上村　伊

い ず み
純　貴之・美咲　　　西村

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（６月２１日～  ７月２０日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２９．７．１）
人口 うち外国人 増減

男 18,115   41 -31
女 18,989 115 -30
計 37,104 156 -61

世帯数 13,255 -15 

　
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ

数
年
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
言

葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
豪
雨
災
害
も
「
線
状

降
水
帯
」
に
よ
る
激
し
い
雨
に
よ
る

も
の
で
し
た
。
我
が
家
で
は
、
落
雷

に
よ
り
給
湯
器
が
壊
れ
数
日
間
お

湯
が
使
え
な
く
な
り
不
便
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
が
、
突
然
や
っ
て
く
る
自

然
災
害
に
よ
る
危
機
に
対
処
す
る

の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
改
め

て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｔ
）
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魚
沼
っ
子

№

24

がんばる

高橋  汐
せ な

奈 さん（湯之谷小学校５年生）

　

７
月
１６
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

第
５６
回
郷
土
民
謡
民
舞
「
青
少
年
み
ん

よ
う
全
国
大
会
」
で
、高
橋
汐
奈
さ
ん
が
、

見
事
６
位
入
賞
（
小
学
生
高
学
年
・
民

謡
の
部
）
を
果
た
し
ま
し
た
。
祖
母
の
勧

め
に
よ
り
、
６
歳
の
頃
か
ら
民
謡
と
三
味

線
を
始
め
た
汐
奈
さ
ん
。
週
１
回
の
練
習

を
続
け
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
現
在
１０
曲
以

上
に
も
上
り
ま
す
。
初
出
場
の
全
国
大
会

で
入
賞
し
た
セ
ン
ス
が
光
る
汐
奈
さ
ん
の

目
標
は
、「
全
国
大
会
で
３
位
以
内
に
入

る
こ
と
」。
今
後
も
、
魚
沼
民
謡
界
の
期

待
の
新
人
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

No.15

食まちうおぬま
レ・シ・ピ

郷土の民謡 全国に響く

※左右の写真は民謡と三味線を始めたばかりの汐奈さんです。

児童絵画 №

146

「私のお気に入りの場所」
６年  本

ほ ん だ

田　陽
は る か

香   さん

「くわがたとかぶとむしのせいかつ」
１年  橘

たちばな

　颯
そ う た

大 さん

今月は湯之谷小学校の児童の作品です

きゅうり　　　　１本
大根　　　　　３０ｇ
カットわかめ　小さじ２
キャベツ　　　２０ｇ
みょうが　　　２０ｇ
しらす干し　大さじ１

＜塩抜きで減塩＞調理前に、しらすを水に浸けたり、ベーコンなどの塩分
を多く含む加工食品を湯通しすることで、塩分が抜けて減塩になります。
キッチンペーパーで押さえたり、加熱するなどして水気を切れば味が薄ま
ることもありません。料理の前の一工夫でおいしく減塩しましょう。

　　エネルギー　28kcal　たんぱく質　1.4 ｇ
　　炭水化物　5.1 ｇ　脂質　0.3 ｇ　塩分　0.5 ｇ

A

砂糖　　　　小さじ２
酢　　　　　大さじ２
しょうゆ　小さじ２／３
塩　　　　　　　少々
白すりごま　小さじ２／３

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

材料（４人分）

①きゅうりは小口切り、大根は薄い短冊切りにし、３％濃
度の塩水（分量外）に浸け、しんなりしたら水で洗い、水
気をしぼる。わかめは水につけてもどし、水気を切る。キャ
ベツは 7mm 幅の短冊切りにし、さっとゆでて水気を切る。
みょうがはせん切りにし、水にさらしてから水気を切る。
②しらす干しはたっぷりの水に浸けて 10 分程おき、水洗い
してから水気を切る。
③ボウルに①と②を合わせて入れ、A の調味料を加えて和
える。器に盛り付けてから白ごまをふるきゅうりとしらすの酢の物（副菜）


